
構造特記
●Title:

●Scale: ● Date: 　　S-1●No:

創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

2，特記仕様 4，図面凡例構造特記

(下記以外の部材は図面に明記）

●Project:

ﾀﾞﾌﾘｶからまつ同等以上 LVL140E特級

65V-55H

梁 ○

無等級

1，使用構造材料 基礎伏図凡例

（１）コンクリート

2適用箇所 種類 スランプ cm

普通 16捨コンクリート  13.5 18

18 21 24普通土間コンクリート 18

18 21 24普通基礎、基礎梁    18

18 21 24普通柱、梁、床、壁  18

（２）コンクリートブロック(ＣＢ)

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 100､ 120､ 150､ 190､

（３）鉄筋

径 継手工法種類 使用箇所

SD295A D16以下 重ね継手

D16以下SD295B
異形鉄筋

D19以上SD345 ガス圧接継手柱･梁主筋

D19以上

SR235 特殊継手丸   鋼

溶接金網

（４）木材 3.鉄筋の定着 ，継手

採用

定 着 の 長 さ 特別の定着コンクリ－ト

設計基準強度鉄筋 一 般 及び重ね継手下 端 筋 ２（  ）Ｌ

２（N／mm　） スラブＬ２（ ） 長さ（  ）１Ｌ小   梁

１５ｃｍ ３５ｄフック付
ＳＲ２３５ ２５ｄフック付

16＜Ｆｃ＜18 ４５ｄフック付 フック付 ４５ｄフック付

２１＜Ｆｃ＜２４
ＳＤ２９５Ａ ２５ｄ又は １０ｄかつ

１５ｄフック付 １５ｃｍ以上ＳＤ３４５
16＜Ｆｃ＜18

・末端のフックは、定着及び継手長さには含まれない。
樹種 等級 採用

・直径の異なる材の継手は、細い方の材の継手長さとする。

・鉄筋径Ｄ19以上Ｄ32以下の鉄筋は圧接継手とする。

（圧接工資格ＮＡＫ3種以上）

・鉄筋径の差が7ｍｍを超える場合は、圧接継手としてはならない。

・上表にかかわらず、腹筋の定着、継手長さは15ｄとする。

・隣合う継手の位置
※特記なき部材は伏せ図に明記する。

圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする。）
Ｌ１ Ｌ１注記) 

ａ＞４００ １．５Ｌ１以上 ０．５Ｌ１

（ア－ク溶接継手、機械継手も上図に準ずる。）

設計基準強度 CＦ =N/㎜

集成材

(JASS5「2003年」)(ｺﾝｸﾘｰﾄ品質管理強度　＋3.0)

地中梁底盤

４０ｄ又は４０ｄ又は

３０ｄフック付３０ｄフック付

４５ｄ又は４５ｄ又は

３５ｄフック付３５ｄフック付

２１＜Ｆｃ＜２４ ３５ｄフック付

○

○

○

等級

無等級

無等級

無等級

無等級

無等級

無等級杉

米栂

米栂

ヒバ

米松

桧

松

樹種

構造部材外

使用箇所

ｺﾝｸﾘ-ﾄ基礎立ち上げ t＝150

ﾍﾞﾀ基礎 t＝170

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ　M12　　（2.0m以内1ヶ所以上）

外周壁にVP金物上下に設置する。

外周部の隅柱、上下端はHD金物（S-HD15)で緊結する。

構造用合板は特類を使用する。

※筋違い、金物取付等の欠き込み部分は受け木（30×90釘N3-90）で固定する。

ﾈﾀﾞﾚｽ（構造用合板 t＝24）を使用する場合

柱と土台､梁はZﾏ-ｸ金物にて緊結する｡

構造部材外材質は無等級材とする｡

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ位置は構造ﾊﾟﾈﾙ取り付け方法により決定のこと

土台部分ﾎ-ﾙﾀﾞｳﾝ金物は､ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄで基礎に直桔する｡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※梁、大引［（90×90＠900）釘N75＠150］で周囲を固定する。

○ 外周横架材接合部分は、大入り蟻＋羽子板ボルトを使用する。

○ 合板耐力壁と同じ仕様の、計算上雑壁の釘間隔は2倍とする。

地盤面より1ｍ以内は防腐･防蟻剤による処理をする。

特記無き梁・桁は､105×105とする。

床(t=24)、屋根(t=12)の構造用合板を使用して固定し剛性補強する｡

HD金物の表示は、S-HDXXは柱脚、（S-HDXX)は柱頭

耐力壁:構造用耐力面材(ﾉﾎﾞﾊﾟﾝ)[釘ピッチ：外周＠100･中通＠200]とする。

○ 合板耐力壁の配管等の開口部は、既定のサイズとし、補強する。

給湯器等の設備機器は転倒防止の為、法令等に規定通りに躯体に緊結する｡○

棟木母屋・土台・桁材等

○

○

大引き・垂木・合板受け材

米松集成材

欧州赤松集成材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H24告1447号)

○ｽﾌﾟﾙｰｽ集成材

米松集成材

備考

Fd＝18　N/mm2

1. 支持力　(長期)　25.0KN/㎡　　　　[べた基礎]

2. ｺﾝｸﾘ-ﾄ試験は管理者が指定する、東京都取り扱い要綱第4条に

基づく試験機関とする。

3.

4. 基礎の配筋写真・ｺﾝｸﾘｰﾄの配合表合試験・鉄筋のﾐﾙｼｰﾄを

監理建築士・建築主に提出する。

(ｽｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ等)

地盤調査報告書を検査機関に提出後着工する。

使用箇所

梁

梁

柱

梁

E105－F300 対称異等級

E120－F330 対称異等級

E150－F435 対称異等級

E95－F315　同一等級

各階床伏図凡例

1階～2階

2階～3階

(EW　E95-F315　同一等級構成)

(下記以外の部材は図面に明記）

(EW　E95-F315　同一等級構成)

束　　：米栂(無等級)　90×90

大引き：米栂(無等級)　90×90　＠900

土台　：米松(無等級)　105×105

管柱　：ｽﾌﾟﾙｰｽ集成材　105×105　(ホゾ：9.0×3.0)

通し柱：ｽﾌﾟﾙｰｽ集成材　:105×105 (ホゾ：9.0×3.0)

構造用合板 12㎜

火打ち金物

N50 150(4周) 垂木＠450

火打ち梁

構造用合板 12㎜

火打ち金物

N50 150(4周) 垂木＠450

火打ち梁
屋根

2階屋根

火打材：米栂(無等級)　90×90　

90
合板受け材：米栂(無等級)　90×90　

梁・桁：欧州赤松集成材(E105-F300)105×105～

直下階壁･開口部：欧州赤松集成材(E105-F300)105×105～

novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)＋筋違い:45×90（たすき掛） (6.9倍)

(6.6倍)

6.9

6.6

横架材間距離が通常より短い為、計算では低減してある。

釘の種類 根太間隔

構造用合板

水平構面材の種類 板厚(サイズ) 釘間隔

150(4周)N75 梁･桁＠900 各階床

備　考

24㎜

2.9
novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)

(2.6倍)

(2.9倍)

2.6

3.0
(3.0倍)novopanSTPⅡ t=9.0(大壁床勝ち)

novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)

novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)＋筋違い:45×90（たすき掛）

(5.2倍)
5.2

筋違い:45×90（たすき掛け） (4.0倍)
4.0

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(真壁床勝ち)

5.5
(5.5倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁+真壁床勝ち)

5.6
(5.6倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁床勝ち+真壁床勝ち)

(5.8倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁)
5.8

6.0
novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁床勝ち) (6.0倍)

棟木・母屋：米松(無等級)　90×90・105×180

一級建築士　第86424号　　船水　良平

垂木　：米栂(無等級)　45×60＠450

支持力判定の地質確認は施工着手前に行う｡

［支持力が25.0KN/m2以下の場合は杭地業又は地盤改良を行う］

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事



●Date:●Scale:
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● No:

創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

●Project:

　　S-2

４ｄ以上 ６ｄ以上（※４ｄ以上）８ｄ以上（※４ｄ以上）

１８０°

ＳＲ２３５、ＳＲ２９５

ＳＤ２９５Ａ・ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

１６φ

Ｄ１６
３ｄ以上

１９φ

Ｄ１９以上
４ｄ以上

ＳＤ２９５Ａ・ＳＤ２９５Ｂ

Ｄ１６ ４ｄ以上

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｄ１９～Ｄ２５ ６ｄ以上

（３）　べた基礎

５．地中梁

（２）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

２５ｄ２５ｄ
２５ｄ

２５ｄ

（３）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋　　（２）　杭基礎

　　　フック付 　　　フック無し

（１）　直接基礎

杭頭処理

（２）　現場打ちコンクリート杭

４．基礎

（５）　鉄筋のあき

３．杭　　　　（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

（１）　ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

２．鉄筋加工、かぶり

１．一般事項

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０°以下

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

（４）　かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

圧接継手 重ね継手

ガス圧接形状

　継手

（５）　絞り （６）　二段筋の保持

（４）　斜め柱・斜め梁

（３）　帯筋

（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着

６．柱

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （５）　せいの高い梁のあばら筋加工要領図

　　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

　　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

１３５° ９０°

８
ｄ

以
上

余
長

Ｒ

ｄ
余
長

Ｒ
ｄｄ

Ｒ

余長

鉄筋の折曲げ内

法寸法（Ｒ）
鉄筋の種類

所による呼称

帯筋

あばら筋

スパイラル筋

鉄筋の使用箇

上記以外の鉄筋
Ｒ

ｄ

Ｒ

図

ｄ

鉄筋の種類

一般（Ｌ２）

小梁 スラブ

下端筋（Ｌ３）

（Ｌ１）

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

　　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　　…中心線　　ｌｏ…部材間の内法距離　　ｈｏ…部材間の内法高さ

ｄ

８ｄ以上

３５ｄフックつき

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

（Ｎ／ｍ㎡）

定着の長さ

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

土に接しない部分

土に接する部分

はり

柱

耐力壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

擁壁

基礎・擁壁

床スラブ

屋根スラブ

非耐力壁

屋内

屋外

屋内

屋外

３０

４０

４０

５０

５０

５０

７０

（ｍｍ）
部位

かぶり厚さ

ｄ １．４ｄ以上

１．１ｄ以上

ｄ／５以下

ｄ／４以下

θ＞８０°

３ｍｍ以下

θ ｄ

Ｌ１ Ｌ１

約０．５Ｌ１１．５Ｌ１　以上
ａ≧４００

（下図のいずれかとする）

圧接面 圧接面 圧接面

ＣＬ

（２）　記号

折曲げ角度９０°はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込む

Ｔ形およびＬ形梁のキャップタイのみ

用いる。

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

鉄筋の径による区分

以下

以下

２５ｄフックつき １５ｃｍフックつき

２５ｄまたは

１５ｄフックつき

重ね継手の長さ

特別の定着及び

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

２１．２４

１８以下

２７～３６

２１．２４

１８以下

２７～３６

２１．２４

３５ｄフックつき

４５ｄフックつき

３０ｄまたは

２０ｄフックつき

３５ｄまたは

２５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

３５ｄまたは

２５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

２５ｄまたは

１５ｄフックつき

１０ｄかつ

１５ｃｍ以上

１０ｄかつ

１５ｃｍ以上

４５ｄフックつき

３５ｄまたは

２５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

４５ｄまたは

３５ｄフックつき

４０ｄまたは

３０ｄフックつき

４５ｄまたは

３５ｄフックつき

［　注　］　　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、

　　　　　　梁主筋の柱への定着は４０ｄとする。

Ｄ２９～Ｄ４１

　１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない

　２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

　３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細かい方の鉄筋の継手長さとする

　４．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合、又は種類が異なる場合は圧接としてはならない

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。 ３０（２０）

３０

４０

４０

６０

４０　（３０）

（１）

（２）

（３）

（４）

（４）

（１）

２０

（ｍｍ）

最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

間隔

異形鉄筋

あき ｄ０ｄ０

丸鋼

間隔

ｄ あき ｄ

ａ．丸鋼　　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋 梁

柱

図の●印の鉄筋の重ね継手の

　　　末端にはフックが必要

（６）　鉄筋のフック（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

所定の位置に止まった場合

１
．

５
φ

φ

所定より低く止まった場合

１
５

０

Ｌ
１

．
５

φ

４５°

基礎下端

φ

φ５００ φ６００

補強筋

杭　径

ＨＯＯＰ

基礎下端

はつり部分

杭
主

筋
４

０
ｄ

重
ね

継
手

４
５

ｄ

φ

φ
（各４ケ所）

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

主筋のかぶりは

Ｄ１

４５°

捨フープ

Ｄｄ

ａｂ ｂ

斜め筋　３－Ｄ１３以上

余長４ｄ

２
０

ｄ
以

上

かぶり厚さ２
０

ｄ
以

上

２０ｄ（両側）

ベース筋

主筋間隔は２００以下

ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲

ｂの範囲

主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

ＣＬ

ＣＬ

補強筋

１
０

０
以

上

Ｌ
２

Ｌ
２

ＨＯＯＰ　＠１５０

ＨＯＯＰ　＠１５０

３－Ｄ１６

コンクリート止板

コンクリート止板

１５０

　　　Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６

Ｄ１０＠１５０

φ４５０φ４００

１
０

０
以

上
８

０
０

～
１

０
０

０

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき２００以上

１００以上とする

１００

Ｃ ＬＣ Ｌ

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

但しＬ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ
　　　　　　　　　　　　　設計上考慮されている場合に限る）

φ３００・φ３５０

杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上

フラットバー＠３，０００

スペーサー

（４）　基礎接合部の補強

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

Ｌ２

１
ａ

４
０

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう。但し上筋と

　　下筋を読みかえる

２．１　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．２　の鉄筋はＤ１３以上

３
－

Ｄ
１

３

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ２

４５°～６０°

２－Ｄ１６以上

Ｈ

Ｗ１

Ｌ１

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

３００

※

※

※

※※※※

ｌｏ

※
ｌｏ／４

２０ｄ

ｌｏ／２ ｌｏ／４

２０ｄ
※

Ｌ
２

１５ｄ １５ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

Ｌ２

３００＜Ｈ≦１０００

梁
幅

※印の鉄筋はＤ１０＠２００とする

Ｈ＜３００は※印筋は不用とする

外端部 内端部

※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる

ｌｏ

（継手範囲）

ｌｏ／４

１５ｄ

ｌｏ／４ ｌｏ／２
※

Ｌ２

Ｌ２

※

Ｌ
２ Ｌ
２

Ｌ２

外端部 内端部

（長期荷重が支配的な場合の継手７．（２）大梁継手位置とする）

コーナー部補強及び定着

地中梁の主筋と頭付スタッド

による、おさまりに注意する

（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）

地中梁上端筋

Ｄ以上

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
ｈ

埋込み長さｈ

鉄骨柱Ｄ

主筋

ＨＯＯＰ

２－Ｄ１３以上

３０～５０

地中梁下端筋鉄骨柱　２Ｄ以上

４０ｄ以上

ＬＢ．Ｐ下筋

ＨＯＯＰ２－Ｄ１３以上

割裂防止用Ｕ字筋

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
１

５
０

主筋

注１

（注１　計算によらない場合である）

埋込形

１２５以上

ベース下の施工を慎重にする

Ｌ
１

鉄骨柱Ｄ ＨＯＯＰ２－Ｄ１３以上

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

　
＠

１
０

０

１２５以上

１５０以上

ＬＢ．Ｐ下筋 ３０～５０

Ｈ

　　計算上必要な

　　長さ

根巻形

Ｈ：主筋の２５ｄかつ

　　２．５Ｄ以上又は

２

１

７
０

≧
１

５
ｄ

Ｌ
２

ｏ
ｒ

Ｌ
３

Ｌ１

１５ｄ

Ｌ１

ｅ

１
０

０

６ｄ

６ｄ

１
０

０

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本 Ｄ

ｅ

Ｌ
２ Ｌ

１

Ｄ

６ｄ

４
０

０

１５ｄ

１５０以下

ａ
ａ

ａ

ｅ≦Ｄ／６ １５０≧ｅ＞Ｄ／６

４
ｄ

ａ

６φ＠１０００

ａ

ａ

４
ｄ６φ＠１０００

ａ＝１．５×（呼び名の数値）

１

１

柱
Ｄ

梁
Ｄ

Ｌ
２

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

１
．

５
Ｄ

１

Ｌ
２

Ｌ
２

柱Ｄ

１

１
．

５
Ｄ

柱Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる ○柱脚で斜材となる

１

注１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

注２．　　　　　　　の鉄筋は２－Ｄ１３かつ２本の一段太い鉄筋とする

第１帯筋

″
″
″
″
″
″
″

″
″

１５０以下

１５０以下
Ｐ１

パ
ネ

ル
部

分
は

０
．

２
％

以
上

と
す

る

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

０
．

２
％

以
上

と
す

る

Ｐ１

第１帯筋

″
″
″

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

注２．Ｗ型で現場溶接する場合は主筋の位置をさける

注３．フック及び継手の位置は、交互とする

Ｄ

Ｌ

Ｌは中間部５０ｄかつ

巻は１．５巻以上とする

６
ｄ

１
３
５
°

口型

４ｄ ６
ｄ

１２ｄ

Ｌ

皿型

８
ｄ

６
ｄ

日型 ｌは片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上

イ ロ ハ

５ｄ以上

１０ｄ以上

１５ｄ

６
ｄ

６
ｄ

Ｌは５０ｄ以上かつ３００ｍｍ以上とする

３００ｍｍ以上末端部の添

［　注　］　　ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の
　　　　　継手位置は特記による。

柱、梁の定着Ｌ２以上が確保されない
場合はかご鉄筋で補強、または特記
により増強する。

ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ

ｈ
ｏ

Ｌ
２

１５０以上Ｌ１

ｈ
ｏ

４
０

０
以

上
４

０
０

以
上

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の
鉄筋並びにはりのせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長
さが不足する箇所」に付ける

Ｌ
２

Ｌ
１

柱頭補強かご鉄筋

主筋と同径

補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

標
準

１
０

０
０ ｈ

ｏ

重ね継手圧接継手

継手の好ましい位置

８
ｄ

の拡大図

｛

｛

２－Ｄ １

６～８

柱

※

２
－

Ｄ

梁
幅

ハ
ン

チ

※

ハンチ梁幅ハンチ

Ｄ

イ

８
ｄ

Ｄ：１５００を超える場合

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

Ｈ型（タガ型）　　　　Ｗ型（溶接型）　　　　Ｓ型（スパイラル型）

イ

ｈ
ｏ

／
２

＋
１

５
ｄ Ｌ
２

Ｌ
２

以
下

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

／
２

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

／
２

ｈ
ｏ

／
４

５ｄ

２ｄ ２ｄ

ｌ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５～ＳＤ３４５の径１６およびＤ１６以下は３ｄ以上、

ＳＲ２９５～ＳＤ３４５のＤ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、Ｄ４１およびＳＤ３９０は５ｄ以上。

（注）　（１）軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

　　　　（２）（　）内は仕上げがある場合。

　　　　（３）土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図(1)

４０ｄ（片側）

一級建築士　第86424号　　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図(2)
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縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３＠５０

９．壁

（１）　定着

（２）　スリット部（設計図に記入のあるとき）

（３）　手摺、パラペット

手摺 パラペット

（４）　コンクリートブロック帳壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

※

ｌ

ｌ

ｂ

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

（２）　屋根スラブの補強

８．床板

（６）　土間コンクリート （７）　釜場

（８）　打継ぎ補強（ダメ穴打断面について）

全断 全断

（５）　床板段差

（４）　床板開口部の補強（開口の径５００程度の場合）

× ×
× × × ×

×
×

×
×

▽

平面 正面

（１）　定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

（５）　幅止め筋の本数、加工

７．大梁、小梁、片持梁

（ ）１０．柱、梁増打コンクリート補強

１１．梁貫通孔補強

（１）　設置可能範囲

（２）　梁

（１）　柱、梁 （２）　地中梁 （３）　床版、壁

１２．増築予定

（２）　鉄筋標準配筋

（３）　既製品

a 大梁

b 小梁の定着

c 片持梁の定着

幅止め筋

腹筋
６００≦Ｄ＜９００　２－Ｄ１０（９φ）１段

９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０（９φ）２段

１２００≦Ｄ　Ｄ１０（９φ）＠３００以内

Ｄ＜６００　不要

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

１
０

ｄ
以

上

標準継手位置

上端筋

下端筋

短辺方向 Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

長辺方向

短辺・長辺方向

継手位置は原則として下表による。

　※の箇所（入隅）は各階補強する

ｌ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

ａ

床板厚さＤ 周囲 斜め

各１ーＤ１３

各２ーＤ１３

各２ーＤ１３

各２ーＤ１９ 各２ーＤ１６

各２ーＤ１６

斜め補強筋

周囲補強筋Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
１
Ｌ
１

　補強筋は各３ーＤ１３又はスラブ主筋の同一径で

（１）　定着および継手

a 片持床スラブ
b 一般床スラブ

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

Ｄ１０＠４００程度 Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２

かつ７ｃｍ

スリット部の鉄筋の被り厚さは

２－（４）被り厚さの表、最小被り厚

さ以上とする。

あばら補強筋

３－Ｄ１６

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

２

印は補強筋

（ ）
将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

但しφ≦Ｄ／３とする

折筋　２ー（２ーＤ１３）

８０＜φ≦１００

縦筋　ＳＴ　２ーＤ１３

下
上

１５０＜φ≦２５０

下
上

縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３＠５０

φ φφ

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

（開口部補強筋については、計算により確認すること）

（使用する際には、計算者又は工事監理者と打合わせのこと）

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センタ－評価取得品とする

施工前に計算書を提出し、承認を得ること

設計時に使用する評価取得品については、計算書を提出する事

′　リング型 ′　パイプ型 ′　金網型 ′　プレ－ト型

Ａ＜５００

６－Ｄ１６４－Ｄ１６

５００≦Ａ＜１０００ １０００≦Ａ＜１５００

※柱と同径、同ピッチとする。

●　補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６以上）とする。

●　あばら補強筋は、はりと同径、同ピッチとする。

●　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

●　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

●　ａは１００～２００程度。

●　梁下端増打コンクリートの場合も上端増打

●　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　　コンクリート補強と同様とする。

ハッチ部分の面積Ａｃｍ

補強タテ筋

増打するときは事前に設計者、
及び、工事監理者と打合せのこと

１００＜φ≦１５０

折筋　２ー（２ーＤ１３）

縦筋　ＳＴ　２ーＤ１３＠５０

横筋　２ー（２ーＤ１３）

斜筋　４ー（２ーＤ１３）

縦筋　ＳＴ　２ーＤ１３＠５０

横筋　２ー（２ーＤ１３）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） （１）　柱

×印は幅止め筋

ｂ

ｂ

６
ｄ６

ｄ

６
ｄ

つりあげ筋

Ｄ

Ｄ Ｄ

ｌｏ／４ ｌｏ／４

ｌｏ／４ ｌｏ／４

ｌｏ 好ましい位置

は継手の

あばら筋を入れる

Ｌ２

平面

１５ｄ

先端　　端部

Ｌ１

２５ｄ

ｌｏ

片持梁筋

折り下げ

面

θ＝４５°

斜めでもよい

斜めでもよい

下向きでもよい

ｌｏ

Ｌ２

２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

連続端

ＬＣ

一般階

Ｌ２＋５ｄ

Ｌ２＋５ｄ

１８０°フック付とする。

フック付

※

Ｌ２

Ｄ１
５

０
以

上

ＬＣ

柱幅が大きい場合

柱幅

Ｌ
２

Ｌ
２

＋
５

ｄ

Ｌ２

Ｌ
２

ＬＣ

Ｌ
２

＋
５

ｄ

Ｌ２

１５ｄ

２０ｄ
最上階

ａ ｂ ｃ ｄ

６
ｄ

（補強あばら筋は小梁主筋側に必ず入れること）

ａ

ｃ ｂ

ａ

ことを原則とする

折曲げ起点は３／４　Ｄをこえる

注：点線は下端筋の曲下げ定着
　　Ｌ２を示す

（梁主筋を折り曲げるとき）

ｌｏ

１／４　Ｄ３／４　Ｄ

Ｄ Ｄ

小梁外端

Ｂ

第一あばら筋は柱面より配筋する

４
ｄ

４
ｄ

Ｄ

腹筋

幅止め筋

幅止め筋

６
ｄ

４
ｄ

６
ｄ

１
８

０
°

曲
げ

梁成の大きい場合や

ｅ

（注、床版が無い場合は、１３５°以上のフックとする）

つり上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを２本巻きとする

中間折曲げテール長１５０以上又は

※柱幅が大きくて、直線部だけでＬ２

がとれる場合でも柱中心線をこえて

正

ｌｏ／４

１／４　Ｄ ３／４　Ｄ

ｌｏ／４
１５ｄ１５ｄ

ｌｏ／４

ｌｏ／４ｌｏ／６

Ｂ／２以上

２ｌｏ／３

８
ｄ

８
ｄ

４
ｄ

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。

　　　片側床版付（Ｌ型）梁で

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　　又は　　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　　にあっては交互、

　にあってはスラブ側とする。

ＳＲＣ造のあばら筋の納まり
に使用することができる

ｆ

１５ｄ

Ｄ１３

５０３００

Ｄ
Ｄ

肩筋Ｄ１３以上
Ｄ１３

１５ｄ
Ｌ２

６０Ｌ２ ７５～１００

バーサポート

ｌｘ

ｌｘ／４

ｌ
ｙ

Ｃ Ａ Ｃ

ＡＢＡ

Ｃ Ａ Ｃ

ｌ
ｘ

／
４

ｌ
ｘ

／
４

２５ｄ

１０ｄかつ１５０以上

６００

折曲Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

ａ　軽作業の土間

間仕切壁との交叉部ｂ

Ｌ
１

Ｌ１

２５０

１２００×６００以下

・無筋部分Ｄ１０＠２００　長さ８００以上

・設計配筋間隔の１／２のピッチ　長さ２ｘＬ１以上

２Ｄ

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ１３

Ｄ

Ｄ
以

下

Ｄ

２Ｄ

Ｌ１

Ｄ１６

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｄ１０＠１５０

孔と孔へりあき１００以上

２
Ｌ
１

Ｌ１

Ｄ１３

Ｄ１３

注）設備の小開口が連続してあく場合は

　　縦、横、斜補強筋とは別に開口によって

　　切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて

　　補強する。

Ｄ１３

２

出隅受け部

出隅部

２

Ｌ１

Ｌ３

一般床版配筋

Ｌ
１

Ｌ
３ 出隅部分の補強筋

出
隅

部
分

の
補

強
筋

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
Ｄ

１
３

、
下

端
筋

は
Ｄ

１
０

を
設

け
る

）
Ｌ

３
は

下
端

筋
の

定
着

注：　１≧　２とする。注：　１≧　２とする。

＊出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する

１

（出隅受け部配筋）

１

（出隅部分補強配筋）

Ｌ１

２－Ｄ１６

ｌｘ／４

１/２

１
/２

１
/
２

１/２

Ｌ
１

Ｄ１０＠１５０

Ｄ１３＠２００ ダブル

２
０

０

２－Ｄ１６

○

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２
Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２ Ｌ２

２－Ｄ１３

スラブに上端筋がない場合
スラブに上端筋がある場合

受筋Ｄ１０ Ｌ２
○

受筋Ｄ１０

１，０００

Ｄ１３

１，０００

イ

イ

Ｄ１３

Ｌ２

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

梁に

床に

ａ
Ｌ

２
Ｌ

２

Ｌ
２

か
つ

中
心

線

を
超

え
る

Ｌ
２

１５０程度

柱に（平面図）

１
５

０
程

度

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２かつ柱中心線を超える

壁と壁（平面図）ｄ

シングル配筋 ダブル配筋

２－Ｄ１３

ａ

ｃ

配置する。

縦筋は、柱面に一本目を
横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

ｂ

は壁配筋と同じイ

Ｄ１３

ｔ

Ｄ１０＠４００程度

シーリング材使用

柱

完全スリット

Ｗ
ｔ

ｔ

シーリング材使用部分スリット

柱

Ｗ

Ｄ
（

柱
幅

）

Ｗ
ｔ

ｔ　はスリット長さの１／１００以上とする。

Ｌ２

１
０

０
以

下

Ｈ

Ｌ
１

Ｌ
２

１２０以上

Ｄ１３

Ｄ１３

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、
　　設計図による）

Ｌ
１

１
０

０
以

下
Ｌ

２

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１０＠２００

Ｈ

Ｄ１３

Ｌ２ Ｌ２Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

ｈ

Ｌ
１ Ｄ１３

Ｌ
１

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
１

Ｄ１０

Ｄ１０＠４００
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
１

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠４００

ｔ

ｔ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）継手部は必ずモルタルを充填すること。

せのこと。

ａ

ａ及びａ≦２００

ａ

補強筋

あばら補強筋

Ｄ１０

印は補強筋

巾止め筋

ａ

Ｄ

ａ

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ１ φ２

３０ｄ

※

ａ３０ｄ

※

Ｂ

３
０

ｄ

３０ｄ

３
０

ｄ

Ｄ１３

５０

５
０

５０≧Ｌ１

≧
Ｌ

１

≧Ｌ１

Ｄ１３

５０

５
０

Ｄ１３

≧
Ｌ

１

≧Ｌ１

Ｌ
１

望ましい範囲

Ｄ／３

ｌｏ

ｌｏ／４ ｌｏ／４

Ｄ

※

※

２
５

０
以

上
２

５
０

以
上

２φ

Ｌ２

Ｌ２

４５゜

Ｌ
２

Ｄφ

２φ

※ 部分について計算で

２φ　：　スターラップ補強範囲

確認された場合は左

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

つりあげ筋

２５０ ２５０ ２５０ ２５０

一級建築士　第86424号　　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事



●Date:●Scale:

●Title:

● No:　　S-4

創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

●Project:

木　造　標　準　仕　様　(1)

（ｂ）構造用合板を張った耐力壁の場合は（ｃ）に準ずる

（１）アンカーボルトの配置

（ａ）筋違いを設けた耐力壁の部分は両端柱の外側下部に近い位置を原則とする

　　「木造軸組工法住宅　接合部の設計と金物の取付」（（社）日本木造住宅産業協会）等参照のこと。

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）施工の際は本標準図の他、「木造住宅工事共通仕様書（解説付）」（（財）住宅金融普及協会）

（３）床組　下記●印で選択した床組を適用する

　　　・　剛な床組　　●　　　　　　・　柔な床組　　○　

（１）使用する金物は、（財）日本住宅・木造技術センターの定める規格によるＺマーク表示品

　　または、これと同等以上のものを使用する。

（２）接合及び補強をするに当たっては、接合部位の納まりに適した金物を使用すること。

（３）接合金物の許容耐力一覧表

　太めくぎ　ＺＮ９０（８本）

柱

間柱

山形プレート

土台 土台

山形プレート

間柱

柱

③　山形プレートで土台と緊結する場合、または金物の無い場合

柱

間柱

土台

ホールダウン

金物

座金付き

土台

ホールダウン
金物

間柱

柱

柱 柱

間柱

土台

ホールダウン

金物

土台

ホールダウン

金物

間柱

　適用事項 ○：適用しない項目 ●：適用する項目

注：この図面は、一例を示したものであり、各現場の状況に合わせ変更して使用すること。

凡　例

（４）アンカーボルト　下記●印で選択したアンカーボルトを適用する

　アンカーボルト

Ｍ１２

Ｍ１６

　　Ｌ＝・　４００　●・　４５０　○・　５００　○

　　Ｌ＝・　６００　○・　７００　●・　８００　○・　９００　○・　１０００　○

アンカーボルト

土台

アンカーボルト

土台

（ｃ）アンカーボルトは、所定の位置に垂直に敷設されるよう位置出し材を布基礎型枠材に釘

（２）　アンカーボルトの施工

中心のポイント

埋
込

位
置

埋込位置のマークを確認する。

　（埋込マークの中心ポイント）

（３）アンカーボルトの定着のチェック方法

①　ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

柱柱

アンカーボルト

ホールダウン金物

土台

ホールダウン金物

アンカーボルト
土台

（ａ）柱は、構造計算による引き抜き応力に耐えられるように接合金物（ホールダウン金物）に

（ｂ）　緊結方法は次による

柱

内
外

内
外

柱

ホールダウン金物

土台

アンカーボルト

アンカーボルト

アンカーボルト

土台

内
外

ホールダウン金物

ホールダウン金物

胴差、床梁

ホールダウン金物

ホールダウン金物

ホールダウン金物

胴差、床梁

ホールダウン金物

横架材

間柱

筋違い

柱

土台

柱

間柱

土台

筋違いプレート

筋違い

横架材

短期許容耐力（ｋＮ）
使用接合具等名　　称 記　　号

太めくぎ

スクリューくぎ

柱脚金物

ひねり金物

ひら金物

折曲げ金物

くら金物

羽子板ボルト

かど金物

山形プレート

短ざく金物

かね折り金物

かすがい

手違いかすがい

引き寄せ金物

HD-N25

HD-N20

HD-N15

HD-N10

HD-N5

S-HD25

HD-B25

S-HD20

HD-B20

S-HD15

HD-B15

S-HD10

HD-B10

太めくぎ　ZN90（26本）

太めくぎ　ZN90（20本）

太めくぎ　ZN90（10本）

太めくぎ　ZN90（16本）

太めくぎ　ZN90（6本）

六角ボルト　M12（5本）

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ　LS12（5本）

六角ボルト　M12（4本）

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ　LS12（2本）

六角ボルト　M12（3本）

六角ボルト　M12（2本）

29.48 26.68

CC-150

CC-120

C-150

C-120

SA

S

VP

CP・T

CP・L

六角ボルト　M12（2本）

SB･E，SB･E2

SB･F，SB･F2

SS

SF

ST-15

ST-12

ST-9

SM-40

SM-12

PB-42

PB-33

すぎ類べいつが類べいまつ類

ZN 40

ZN 65

ZN 90

ZS　50

六角ボルト　M12（1本）

六角ボルト　M12（2本）

太めくぎ　ZN65（4本）

太めくぎ　ZN65（12本）

太めくぎ　ZN40（4本）

太めくぎ　ZN40（6本）

六角ボルト　M12（1本）

太めくぎ　ZN65（10本）

0.86 0.77 0.68

0.68

0.98

0.77

1.14

0.86

1.26

1.48

11.38

22.76

1.72

4.30

1.72

1.34

10.40

20.80

1.54

3.85

1.54

1.17

10.00

20.00

1.36

3.40

1.36

2.58 2.31 2.04

4.084.625.16

5.69 5.00

3.40

3.92

5.00

1.081.18

5.20

4.56

3.85

5.20

4.30

5.04

5.69

1.27

11.38 10.40 10.00

15.0015.6017.07

22.76 20.80 20.00

25.0026.0028.45

7.56 6.84 5.88

9.8011.4012.60

20.16

22.68 20.52

18.24 15.68

17.64

22.93

※　べいまつ類：べいまつ・くろまつ・あかまつ・からまつ・つが

　　べいつが類：べいひ・べいつが・ひば・ひのき・もみ

　　す　　ぎ類：とどまつ・えぞまつ・べにまつ・スプルース・すぎ・べいすぎ

※　算出根拠は、日本建築学会発行の「木質構造設計基準・同解説」による。

250㎜

150㎜
150㎜

(A40またはA60)

(A40またはA60)(A40またはA60)
(A40またはA60)
アンカーボルト

(A40またはA60)
アンカーボルト

締め代(30㎜程度) 締め代(30㎜程度)

(A40またはA60)

締め代(30㎜程度)

(A40またはA60)

アンカーボルト
(A40またはA60)アンカーボルト

アンカ－ボルト用

　　　固定する。

（ａ）アンカーボルトの芯出しは、型板を用いて基準墨に正確に合わせる。

（ｄ）アンカーボルトは、衝撃などにより曲がりが生じないよう、慎重に取り扱う。

　　　また、ねじ部分には、損傷・錆の発生・汚れ等を防止するために布、ビニールテープなど

　　　を巻いて養生を行う。

　　　打ちし、アンカーボルトを固定してからコンクリートを打設すること。

（ｃ）隅各部、土台継手及び土台仕口箇所の端部

３．各部構造の施工上の留意点

１　基礎と土台の緊結

２．金物

１．一般事項

筋違いプレート

（ａ）通し柱は、次のいずれかによる

　　　　当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

（ｂ）通し柱に代わる管柱の補強

　　金物（ホールダウン金物）で緊結する。ホールダウン金物の取付けは、次による。

　　①　上階の柱及び下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代を取り

アンカーボルト

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ　LS12（3本）

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ　LS12（4本）

４　通し柱

３　筋違いの仕口

２　柱と基礎（土台）との緊結

木造在来軸組工法標準納まり図（例）

900 900 900

A-70 A-40 A-70 A-40A-70A-40A-40A-70A-40

150 150 150 150内外 150

900 900 900

250150 250 150 150 250 250 150

A-60 A-60 A-60 A-60 A-60 A-60 A-60 A-60

900 900 900

A-40 A-40 A-40A-40A-40

150 150 150 150内外 150

150内外

火打土台

45×90

6
0
0
,7

0
010

φ16

1
0

1
0
0㎜

以
上

1
1
2㎜

（
7
d
）

3
6
0㎜

9　　Ｗ　9.0×80

9　　RW　9.0×90

φ
9
0

φ
18

φ
18

′
80

(A40またはA60)

ラグスクリュー(LS12)

アンカーボルト(A70)

M16 M16

六角ボルト(M12)または

ラグスクリュー(LS12)

アンカーボルト(A70)

六角ボルト(M12)または

ラグスクリュー(LS12)

六角ボルト(M12)または

ラグスクリュー(LS12)

締め代30㎜

締め代30㎜

M-12またはM-16
六角ボルト

ホールダウン金物

胴差、床梁

　ひら金物(SM-40)等のＺマーク表示品、または、これらと同等以上のものとする。

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

柱(下階)

柱(下階)

締め代30㎜

締め代30㎜

座金付きボルト

（M16W）

座金付きボルト
(M16W)

②　座金付きボルト(M16W)を用いて土台と柱を緊結する場合

ボルトM16W

②　ホールダウン金物を座金付きボルト(M16W)で土台と緊結する場合

①　ホールダウン金物をアンカーボルト(A-70)で緊結する場合

HD60用

※　ラグスクリューLS12は首下長11㎝以上とし、柱寸法10.5㎝角以上の部材に適用される。

（ｄ）上記（ａ），（ｂ）及び（ｃ）以外の部分においては間隔2㎡以内になるような位置とする

（ｂ）アンカーボルトのコンクリート基礎への埋め込み長さはA-60，A-70については360㎜以上、

　　　A-40については250㎜以上とする。

　　　なお、アンカーボルトの先端は土台の上端よりナットの外にねじが3山以上出るように

Ｒ
32(2d)

角座金　　W　9.0×80

丸座金　 RW　9.0×90

　　　より基礎または土台と緊結する。ホールダウン金物は、柱の下部に締め代を30㎜程度とり

　　　六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)または太めくぎ(ZN90)にて柱に固定する。

六角ボルト(M12)または

筋違いの仕口は筋違いプレート(BP，BP-2)によって緊結する

1,800 1,800

900 900

(105角)

120角 120角

(105角)

BP-2BP-2

90×45

90×45

　　①　1階から3階に達する通し柱とする。

　　②　1階から2階までの通し柱と、2階から3階までの通し柱を組み合わせて使用する場合、

　　外周部の主要な隅柱及び構造計算による引抜き応力が大きい2階の柱は、1階の管柱と接合

　　　　六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)等で各々取付ける。

　　②　ホールダウン金物は相互に六角ボルト(M12またはM16)を用い緊結する。

M-12またはM-16
六角ボルト 六角ボルト

M-12またはM-16

締め代30㎜

締め代30㎜

柱(下階)

締め代(30㎜程度)

柱(上階)

（ｃ）上記（ｂ）以外の構造計算による引抜き応力が小さい2階柱の接合金物は、短ざく金物(S)，

柱(上階)柱(上階)

A60，A70

筋違い
90×45

筋違い
90×45

筋違い
90×45 90×45

筋違い

筋違い
90×45

筋違い
90×45

※　表値は鋼板添え板による25％割増の値を示す。長期許容せん断耐力の値は表値の1/2とする。

高耐力フレックスホ－ルダウン60（株式会社カネシン）

38.5
6 4.5

17

345

85

4
0

4
9

3
.5

6

ビス　TBA-65D(15本)

ビスどめホ－ルダウンU35（株式会社カネシン）

ビスどめホ－ルダウンU35kN用（株式会社タナカ）

HD35用

　　金物を使用する場合は、同等の耐力を保証するものとする。

注：HD35以上を使用の場合、表記メ－カ－の仕様とする。表記メ－カ－以外の

　　　　※　土台プレート：155×105(ほぞ穴90×30)　Ae＝135.75

49.5

20

18

20 105

582

45

4
9
.5

2
0

4
.
5

1
8

5
0
.
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四角穴付トラスタピックス　7X65(10本)

　ビス　PR-85(18本)

HD40用 クリホ－ルダウン　KHD-40（株式会社栗山百造）
　　　　　　　　　(短期基準引張耐力:44.2KN)

　　　　　　　　　　　　(短期基準引張耐力:60.0KN)
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●Title:

● No:

創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

●Project:

木　造　標　準　仕　様　(2)

　　S-5

（４）ホールダウンの選定

（５）３階建て用筋違い金物

大入れあり掛け

短ほぞ差し

ＣＣ

ＡＢ

ＣＣ
Ａ

Ｂ

筋違いプレートのボルトと干渉

記号

大壁 折衷壁 両面真壁※

○ × ×

○ × ×

○ ○ ○

○：使用できる。

×：納まらないため、使用できない。

※　面材の受材・筋違い等が干渉する場合はＳ－ＨＤを使用する。

ある時

筋違いが上下に

ア
ン

カ
ー

埋
め

込
み

長
さ

ホールダウン金物を柱芯より

すべりあご掛け

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

胴差Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

渡りあり掛け

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

胴差

Ｃ

Ｃ

ひら金物

大入れあり掛け

Ｃ

Ａ

Ｂ

短ほぞ差し

Ｃ

Ｂ

床梁

Ｃ

Ｃ

Ａ

胴差

Ｃ

ひら金物

ひら金物と干渉する場合は、座堀する

開き止めのため

確実に取付ける

Ａ Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ
Ｃ

ＢＡ

大入れかぶとあり 短ほぞ差し 扇ほぞ差し

Ａ Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

短ほぞ差し 大入れ片あり

　（ａ）出隅

　①　直交する胴差がほぼ同寸であり、かつ同一高さで取合う場合

　　　一方の胴差（Ｂ）を他方の胴差（Ａ）に大入れ片あり掛け、胴差相互を建物の内側に添えた

　　　にひら金物（ＳＭ－４０）を当て、各々太めくぎ（ＺＮ６５）で打ち固める。

　②　直交する胴差の寸法が異なり段違いに取合う場合

　　　一方の胴差（Ａ）を他方の胴差（Ｂ）に大入れ（かぶと）ありに仕掛け、胴差（Ａ）の下部に添わせ

　（ｂ）入り隅

　　　入り隅は出隅の場合に準ずる。ただし、準ずることが困難な場合には通し柱とする。

　①　直交する胴差がほぼ同寸で、かつ、同一高さで取合う場合

　　　間仕切桁（Ｂ）は胴差（Ａ）に大入れあり掛け、胴差（Ａ）を間仕切桁（Ｂ）より羽子板

（１）隅柱 　　　床梁（Ｂ）は胴差（Ａ）に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差（Ｂ）を床梁（Ａ）及び管柱（Ｃ）

　②　胴差と直交する梁があり、上端が揃う場合

　③　胴差と直交する床梁が胴差の下側にある場合

　④　胴差と直交する床梁が胴差の上側にある場合

　　　下階管柱の短ほぞに胴差（Ａ）を差し込み、床梁（Ｂ）は胴差（Ａ）にすべりあご掛けとし、胴差

羽子板ボルト

六角ボルト

ひら金物

胴差、床梁

羽子板ボルト

六角ボルト

六角ボルト

胴差、床梁

羽子板ボルト

ひら金物

ひら金物

六角ボルト

胴差、床梁

羽子板ボルト

六角ボルト

ひら金物

六角ボルト

羽子板ボルト

間仕切桁 胴差

ひら金物

（１）筋違いとホールダウン金物の納まり

筋違いとホールダウン金物は極力重ならないように位置を決定する。

重なりが出てきた場合には、以下の方法を参考に納まりを決定する。

　　　ホールダウン金物と横架材間の締め代を長く取り、筋違いと重ならないようにする。

（ａ）ホールダウン金物自体と筋違いの重なり

　　　その場合、座金付きボルト（土台）やアンカーボルト（基礎），ボルト（床梁等）

　　　が標準の場合より長くなることに注意する。

床梁との納まり 土台との納まり

（ｂ）ホールダウン金物の引寄せボルトと筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なり

　　　と筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なりを防ぐため以下のように納める。

①　ホールダウンをずらす

　　筋違いプレートの角根平頭ボ

　　ルトのナットが入るように、

　　柱芯から筋違いと反対側に

②　改良した筋違いプレートを使用する

　　の角根平頭ボルト用穴と隣の

　　釘穴位置を入れ換えたもので、

　　構造性能に関わる基本的な仕

　　様が変わらないプレートを作

　　成し使用する。

（ｃ）折衷壁（壁の片側が真壁）におけるホールダウン金物の納まり

（ｂ）－②のように改良した筋違いプレートを使用する。

筋違いプレートのボルト穴と
隣の釘穴を入れ替える。

ホールダウン金物

筋違いが上下の

一方にある時
座金付きボルト アンカーボルト

アンカーボルト

座金付きボルト

ホールダウン金物
（Ｓ－ＨＤ）

筋違いプレートのボルトと
干渉しないようＨＤをずらす。

筋違いプレートの

ボルト穴と隣の釘

穴を入れ替える。

筋違い

柱

ＡＬＣ座付き

角根平頭ボルト

皿頭スクリュ－釘

土台

布基礎

ホールダウン
ホールダウンのとりつく壁の種類

六角ボルトを共有できる
ように正対させる。

ラグスクリューが干渉しな

いようにする。

（２）両側真壁の場合のホールダウン金物の納まり

　　　ただし、この場合筋違いは設けられない。

（３）２本のホールダウン金物の納まり

　①　向かい合わせに設ける場合、六角ボルトを共有できるようにする。

　　　この場合欠損が大きいのでラグスクリューを使用することが望ましい。

　　　重ならないようにする。

①　向かい合わせに納める。 ②　直行に納める。

５　ホールダウン金物周辺の納まり

（２）「隅柱に準ずる柱」の通し柱と同等以上の耐力を有するような補強方法

　　　羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ、上下管柱は胴差（Ａ）に短ほぞ落としとし、管柱出隅両面

SB-E

Ｂ

羽子板ボルト

Ａ

Ａ Ｂ

Ｃ

柱(上階)

SB-E

M-12

Ｃ
SM-40
ひら金物

SM-40
ひら金物

柱(下階)
Ｃ

SM-40

M-12

SB-E

Ｃ

六角ボルト
M-12

　　　た羽子板ボルト(SB-F)で胴差（Ｂ）を引寄せ、さらに、胴差（Ｂ）の内側に添わせた羽子板ボルト

　　(SB-E)で胴差（Ａ）を引寄せる。

　　　上下管柱はいずれもそれぞれ胴差（Ａ，Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出隅両面にひら金物(SM-40)を

　　　当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

SB-F
羽子板ボルト

羽子板ボルト
SB-E

SB-F

M-12

SM-40 柱(下階)

SM-40

M-12

柱(上階)

　SB-E

M-12

SM-40

胴差、床梁

①，②共、状況に応じて、かね折り金物(SA)を胴差に対して取り付けること。

　　　ボルト(SB-E)で引寄せる。

　　　各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

　　　上下管柱は胴差（Ａ）へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、

M-12

SB-E

SM-40

　　　より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

　　　くぎ(ZN65)で打ち固める。

　　　上下管柱は胴差（Ａ）へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、各々太め

羽子板ボルト
SB-E

六角ボルト
M-12

SM-40

羽子板ボルト(SB-E)

または
六角ボルトM-12

ラグスクリュー（LS12）

　　　床梁（Ｂ）は下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で

　　　打ち、胴差（Ａ）は床梁（Ｂ）に渡りあり掛け、床梁（Ｂ）を羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

　　　上階柱は胴差（Ａ）に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)（長さが足りない場合

　　　は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

　　　床梁（Ｂ）と下階柱とは、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

羽子板ボルト
SB-E

六角ボルト
M-12

床梁

かど金物　CP-L

（片面）

SM-65

羽子板ボルト
SB-E

　　　より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

　　　上階管柱は床梁（Ｂ）へ短ほぞ差しとし、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)（長さが足りない

　　　場合は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

　　　上階管柱と床梁（Ｂ）とはかど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

かど金物　CP-L
（片面）

床梁

六角ボルト
M-12

羽子板ボルト
SB-E

ひら金物　SM-40

または、帯金物
S-65

羽子板ボルト
SB-E

（S-HD）

ボルト(M16)
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　(M16)

　(M16)

・梁成によるボルト長さ　(mm) ・ボルト長さ　(mm)

D+430 D+800 520 900

　　　120㎜×120㎜の柱に対して45㎜×105㎜の筋違いが取り付く場合ホールダウン金物の引寄せボルト

　　　ただし、120㎜角未満の場合は施工できないことに注意する。

　　15㎜ずらす。
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ボルト(M16)

　　筋違いプレート(BP-2)

　　　折衷壁（壁の片側が真壁）の場合、柱芯から筋違い側に5㎜ずらし、かつ上記

　　　ただし、筋違い厚さは45㎜以下となるようにする。

5㎜程度ずらす。

※　筋違い厚さは45㎜までとする。

1
20

4
5

3
0

4
5

2
0

1
7

1

1
2
.
5

7

63.5

5
5

1
2
065

筋かい90×45の場合 筋かい90×90の場合

90×45

丸座平頭ボルト
M12

　BN60

ナットM12

筋かい90×90

HD-N

HD-B

S-HD

六角ボルト　M12
ラグスクリュー　LS12

上下方向に45㎜ずらし、

　②　直交する場合、ホールダウンの取り付け位置を上下に45㎜ずらし六角ボルトが、

しないようHDをずらす。

　　　両側真壁の場合、ホールダウン金物をS-HDとし、また柱のちりを16㎜程度にする。
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木　造　標　準　仕　様　(3)

●No:

創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

●Project:

　　S-6

構造用合板（t=12）

　　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するので、

根太方向

甲乙梁

柱

床梁

胴差

根太

コーナーを欠いて釘打ちする。

継目下の受材

構造用合板

大入れ落とし込み

根太

床梁
床板

（構造用合板）

床梁

根太

床板（構造用合板）

根太

床梁
床板

（構造用合板）

床梁

根太

構造用合板

継目下の受材
　　根太受け金物

床梁 床板（構造用合板）

根太

根太受け金物

根太受け金物

隅角部では柱があるため構造用合板の

洋室 和室

渡りあご掛け

胴差

床梁

根太
畳

床梁

受材で固定する

洋室 和室

際根太

床梁

胴差

畳

際根太で固定する

根太際根太掛け代

床梁

根太

斜め打ち

釘のピッチ

構造用合板（厚さ７．５）

土台

柱

胴差

間柱

半柱

胴縁

受材

胴縁内　部

有効面材

外　部

半柱

有効面材

有効面材

受材

有効面材

有効面材

半柱

有効面材

半柱を挟む場合、

六角ボルトを用いる。

（長さに注意すること）

有効面材

半柱

有効面材

非有効面材
受材

半柱 非有効面材

有効面材

受材

有効面材

半柱

有効面材有効面材

半柱

半柱

有効面材

有効面材

受材

受材
非有効面材

有効面材

有効面材

受け木

を貼る

受け木

柱

桁又は梁

土台

柱

柱

面材

面材

受け木

軒桁

柱

柱

軒桁

桁行き方向耐力壁として使用する納まり

屋根面を耐力壁に利用場合斜め耐力壁の納め方法

柱

柱

桁

桁又は梁

を貼る

面材

柱

柱

桁

桁又は梁

を貼る

面材

耐力壁は面材とする。

外部 内部

非有効面材

受材仕様真壁の納め方法

剛性・耐力に影響しない
筋かい耐力壁の小開口の設け方

剛性・耐力に影響しない
面材耐力壁の小開口の設け方

有効面材

ならば補強不要

水平方向の
受材等は
両端を軸組の
柱に対して
斜めビス止め
等で緊結する

までなら、四周を
受材等で補強して
面材を釘打ちすれば可

面材短辺

小開口は、
筋かいや
接合部を
切り欠いて
設けては
ならない

部：小開口を
　　設けることが
　　できる範囲

耐力壁線の交点が不一致の場合は、その階の水平力伝達に有効な横架材を耐力壁線上に設ける。

（１）水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

（ｂ）根太と床梁、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

　　　床梁・胴差の際には際根太、または受材を添え付け床板構造用合板の四周辺を固定する。

（１）釘打ち基準

（２）標準的な耐力壁（面材）の納まり

　　　内部側の入隅に有効面材を貼るために、柱面に半柱

（ｃ）柱の断面寸法が異なる場合の面材の納め方

　　①　柱を外面に合わせる。内壁側は受材で

　　　　調整し、面材を張る。

　　②　柱を外面に合わせる。内壁側は柱の一部

　　　　を欠き取り調整し、面材を張る。

　　③　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

　　　　受材で調整し、面材を張る。

　　④　柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

　　　　柱の一部を欠き取り調整し、面材を張る。

（３）柱にホールダウン金物を使用する場合の耐力壁（面材）の納まり

（ａ）隅角部

　①　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

　　　半柱に他方向の面材を釘打ちする。

　②　ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

　　　柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

　　　他方向の非有効面材は受材を設けて取付ける。

　　　半柱に有効面材を釘打ちする。

　　　この場合、ホールダウン金物の取付けは、六角

　　　ボルトを使い、また、その長さに注意する。

　　　半柱に有効面材を釘打ちする。他方向の非有効

　　　面材は受材を設けて取付ける。

　　　大きさに注意する。

（ｂ）　Ｔ字部周辺

　①　ホールダウン金物の取付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばし釘打ちする。

　　　面材を釘打ちする。

　　　この場合、ホールダウン金物の取付けは六角

　　　ボルトを使い、また、その長さに注意する。

　③　有効面材をホールダウン金物に干渉しない

　　　ように柱面に釘打ちする。他方向の非有効

　　　面材は受材を設けて取付ける。

　　　ただし、ホールダウンと面材が干渉するの

　　　受材の大きさに注意する。

（４）その他耐力壁の納まり

（５）小開口付き耐力壁の扱いについて７　耐力壁（面材）施工例６　床組　２階（３階）床

８　小屋組

（１）小屋火打梁

（２）小屋筋違い及び桁筋違い・振れ止め

（３）垂木

（４）棟木・母屋

（５）小屋束

小屋束下部と小屋梁あるいは妻梁・桁は、必要に応じて金物等で接合する。

棟木と第２母屋は、必要に応じて金物等で小屋束に接合する。

で緊結する。

軒先部や、けらば・棟部の垂木は軒桁・母屋・棟木等の

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及び梁・桁に

固定する。

火打梁は耐力壁線に囲まれた隅角部に設ける。

小屋束

棟木

振れ止め

小屋梁

小屋梁

小屋束

桁行き筋違い
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小屋梁
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軒桁
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1
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3
0

受材

1
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2
5
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80

5
5

12

80㎜

1
2

80
2
5

構造用合板(t=12)

3
0

12
5
5

2/3

1/3

2-CN75
床板

（構造用合板）

303
㎜以内

際根太

床梁

(45×105)

(45×105)

1/3
2/3

ただし、1メートル（約半間）を限度とする。

①　種　類：サイズ3×6版以上、厚さ12㎜以上の構造用合板を用いる。

②　張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させ、かつ千鳥張りとする。構造用合板の

　　　　　　継手は、根太上で突き付け継ぎとし、継目下に受材(45㎜×45㎜程度)を設ける。

③　釘打ち：構造用合板の四周辺は釘(N50)を150㎜以下で根太または床梁や胴差、受材等に平打ちする。

④　床根太の寸法は45㎜×105㎜を標準とし、根太間隔は、455㎜以下とする。ただし、

　　断面寸法105㎜×105㎜以上の甲乙梁を1,820㎜内外（１間）の間隔に梁間・桁行き方向に配置する。

⑤　床梁，胴差の仕口補強

　　柱と床梁・胴差，床梁と胴差の仕口は、金物，ボルトにより十分緊結補強する。

（ａ）根太と床梁、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

　　　根太は床梁、胴差に大入れ落とし込みとし釘(N75,2本)で斜め打ちとするか又は、根太受け金物を用いて

　　　床梁，胴差に留め付ける。この場合、構造用合板を床梁，胴差に釘で直張りする。

　　　ただし、隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘打ちする。

　　　なお、この場合、火打梁は省略できる。

　　　床梁，胴差に直交する根太は渡りあご掛けとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとする。また、

　　　際根太は床梁・胴差へ釘打ち(N90)間隔303㎜で平打ちする。
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1
5
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1
5
0

15
0

6㎜以上

3
,
00

0
以

下

N50釘

150

200

（ａ）隅角部（屋外・室内側とも構造用合板　7.5㎜の場合）

　　　を釘N75＠300で取付ける。

(構造用合板　7.5㎜)
有効面材

内　部

(構造用合板　7.5㎜)
有効面材 外　部

（ｂ）Ｔ字部（外壁屋外側・内壁に構造用合板7.5㎜の場合）

プラスターボード

t=12㎜

(構造用合板　7.5㎜)
有効面材

(構造用合板　7.5㎜)

胴縁 欠き取り

欠き取り

受材

受材

胴縁 欠き取り

受材

プラスターボード
t=12㎜

　　　その上から半柱を釘N75＠300で取付け、その

　③　面材の受材に半柱を釘N75＠300で取付け、その

　④　面材の受材に半柱を釘N75＠300で取付け、その

　　　使用するホールダウン金物はS-HDとし、受材の

S-HD

　　　その上から半柱を釘N75＠300で取付け、その半柱に他方向の有効面材を釘打ちする。

　②　面材の受材に半柱を釘N75＠300で取付け、有効

　　　で、使用するホールダウン金物はS-HDとし

S-HD

面材の種類：構造用合板(外壁:特類)7.5㎜以上
　　　　　　石膏ホ゛－ト゛12㎜以上
　　　　　　構造用パネル(OSB)

釘の種類とピッチ：釘N50＠150以下

受け木(30×40以上)
釘N75＠300以下打ち

桁又は梁
土台

L

受木45×60＠450

垂木45×60＠450

構造用合板t=7.5
釘N50・L38＠150打ち

L型金物で接合する。

面戸45×60＠450

H

L型金物

注意）：最小耐力壁長さは600≦L以上

穴径がL/2(50㎝程度)

穴径が12t以下
かつ、L/6以下

面材厚：t

　寸法L

またがり筋違い15㎜×90㎜以上を釘(N50,2本)で平打ちし

受材とひねり金物(ST)・折曲げ金物(SF)・くら金物(SS)等

一級建築士　第86424号　　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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伏図①　S＝1／50

○　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは2.0ｍ以内に1ヶ所以上(M12)

凡例:　　ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰ　M16

S-HD15以上のﾎﾞﾙﾄは基礎に直接埋め込む事
HD※※はﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

基礎伏図　S＝1／50
特記なき地中梁はFG2とする。
　　 点検用人通口(FG5で補強)

地盤調査報告書を検査機関に提出後着工する。
耐圧盤はS1(D13＠200)とする。

一級建築士　第86424号　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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基礎断面図　S＝1／25
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(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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東京都知事登録第55776号

外周の柱と横架材はVP(山形金物)で緊結する。
梁の上下でHD金物が異なる場合は耐力の大きい物を優先する。
同じ柱にHD金物を2個使う場合は、ﾎﾞﾙﾄが対になるようにする

凡例:HD※※･VP･CPは柱脚　(HD※※)･(VP)･(CP)は柱頭の金物で緊結する。
伏図と意匠平面図で柱の位置は伏図を優先する。
床:構造用合板 t=24(千鳥貼り)四辺固定し火打梁の代わりに剛性補強する。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺を頭つなぎにし、柱脚にはVP金物で緊結する。

HD※※はﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物、VPは山形金物、CPはｺｰﾅ金物･短冊金物等とする。

1階床伏図　S＝1／50特記無き胴差と横架材の接合部は羽子板ボルト、又は短冊金物で結する。

●Project:

●Title:

●Scale: ●Date: ●No:　　S-9

伏図②　S＝1／50

特記無き梁・桁は､105×105とする。
E120-F330又はLVL140E 65V-55H(単板積層材)は集成材梁とする。

構造用合板

水平構面材の種類

24㎜

板厚(サイズ) 釘の種類

N75 150(4周)

釘間隔 根太間隔

梁･桁＠900

備　考

床

1階～2階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)

2階～3階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)2階～3階 1階～2階

外周耐力壁:novopanSTPⅡt=9.0(大壁:FRM-0177・真壁床勝ち:FRM-0179)

(6.9倍)novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)＋筋違い:45×90（たすき掛）
横架材間距離が通常より短い為、計算では低減してある。

6.9

(5.2倍)(6.6倍) novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(真壁床勝ち)novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)＋筋違い:45×90（たすき掛）

6.6 5.2

(5.8倍) (4.0倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁) 筋違い:45×90（たすき掛け）
5.8 4.0

(5.5倍) (2.9倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁+真壁床勝ち) novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)
2.95.5
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創作社　株式会社
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東京都知事登録第55776号

外周の柱と横架材はVP(山形金物)で緊結する。
梁の上下でHD金物が異なる場合は耐力の大きい物を優先する。
同じ柱にHD金物を2個使う場合は、ﾎﾞﾙﾄが対になるようにする

凡例:HD※※･VP･CPは柱脚　(HD※※)･(VP)･(CP)は柱頭の金物で緊結する。
HD※※はﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物、VPは山形金物、CPはｺｰﾅ金物･短冊金物等とする。

特記無き梁・桁は､105×105とする。
伏図と意匠平面図で柱の位置は伏図を優先する。
床:構造用合板 t=24(千鳥貼り)四辺固定し火打梁の代わりに剛性補強する。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺を頭つなぎにし、柱脚にはVP金物で緊結する。

2階床伏図　S＝1／50特記無き胴差と横架材の接合部は羽子板ボルト、又は短冊金物で結する。

●Project:

●Title:

●Scale: ●Date: 　　S-10●No:

E120-F330又はLVL140E 65V-55H(単板積層材)は集成材梁とする。

構造用合板

水平構面材の種類

24㎜

板厚(サイズ) 釘の種類

N75 150(4周)

釘間隔 根太間隔

梁･桁＠900

備　考

床

1階～2階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)

2階～3階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)2階～3階 1階～2階

外周耐力壁:novopanSTPⅡt=9.0(大壁:FRM-0177・真壁床勝ち:FRM-0179)

2.9

(2.9倍)
novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁+真壁床勝ち) (5.5倍)

5.5

(5.2倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(真壁床勝ち)

5.2

筋違い:45×90（たすき掛け）
(4.0倍)

4.0

3.0

(3.0倍)novopanSTPⅡ t=9.0(大壁床勝ち)

横架材間距離が通常より短い為、計算では低減してある。
5.8

(5.8倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁)

5.6

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁床勝ち+真壁床勝ち) (5.6倍)

伏図③　S＝1／50
一級建築士　第86424号　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事

X1 X11 X17X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X12 X13 X14 X15 X16

Y6

Y4

Y7

Y8

Y0

Y2

Y3

Y5

Y9

Y10

Y1

9
0

90
90

90

9
0

9
0

90

90 90

90
9
0

90 90

90

90

90

90

105× 180

105× 180

E120-F330:105×270

105× 180

105× 150

105× 150

105× 150 105× 150

105×150

105× 150

105× 180

105× 150

1
0
5
×

1
5
0

1
0
5
×

1
8
0

1
0
5
×

1
8
0

1
0
5
×

1
8
0

1
0
5
×

2
1
0

105× 210

1
0
5
×

2
1
0

1
0
5
×

2
1
0

E120-F330:105×270 E120-F330:105×240

E120-F330:105×240

90

105× 210

1
0
5
×

2
1
0

900 900 675 675 900 450 900 900 1,800 900 1,030

900 900 1,800 900 900 900 1,800 900 1,030

9
0
0

1
,
3
5
0

9
0
0

9
0
0

1
,
3
5
0

9
0
0

900 900 900 900 450 580

225 450 900 900 450 580

45
0

9
00

9
00

45
0

2.9 2.9

2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9

2.9 2.9 2.9

2.9

2.9

L
V
L
1
4
0
E

1
0
5
×

3
3
0

4.0

4.0

4.0 4.0

4.04.0

4.0

HD10
(HD15) (HD10)

HD10
(HD10)
HD10

(HD10)

(HD10)
HD10

(HD10)
HD10

(HD10)

(HD10)
HD10

(HD10)
HD10

(HD10)
HD10

(HD10)
HD10

(HD10)
HD10

(HD10)

(HD10)

HD15
(HD15)

HD15
(HD15)

HD15
(HD15)

HD15
(HD15)

CP
(CP)

HD20
(HD20)

HD25
(HD25)

(HD15)
通し柱

(HD15)
通し柱

HD35

HD35
HD10

HD15

HD15

HD10

HD10

X1 X2 X3 X3c X4a X5a X6 X7 X8 X10 X11 X12a

X1 X2 X3 X5 X6 X7 X8 X10 X11 X12a

Y1

Y2

Y3a Y3a

Y2

Y1

外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

Y4cY4c

現場合わせ

階段部分
CP

(CP)



創作社　株式会社
一級建築士事務所

東京都知事登録第55776号

3階床伏図　S＝1／50
●Project:

●Title:

●Scale: ●Date: ●No:　　S-11

伏図④　S＝1／50

構造用合板 12㎜ N50 150(4周) 垂木＠450
屋根

構造用合板

水平構面材の種類

24㎜

板厚(サイズ) 釘の種類

N75 150(4周)

釘間隔 根太間隔

梁･桁＠900

備　考

床

1階～2階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)

2階～3階通し柱:105×105　WW集成材 E95-F315　(ホゾ：9.0×3.0)2階～3階 1階～2階

外周の柱と横架材はVP(山形金物)で緊結する。
梁の上下でHD金物が異なる場合は耐力の大きい物を優先する。
同じ柱にHD金物を2個使う場合は、ﾎﾞﾙﾄが対になるようにする

凡例:HD※※･VP･CPは柱脚　(HD※※)･(VP)･(CP)は柱頭の金物で緊結する。
HD※※はﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物、VPは山形金物、CPはｺｰﾅ金物･短冊金物等とする。

床:構造用合板 t=24(千鳥貼り)四辺固定し火打梁の代わりに剛性補強する。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺を頭つなぎにし、柱脚にはVP金物で緊結する。
特記無き胴差と横架材の接合部は羽子板ボルト、又は短冊金物で結する。

特記無き梁・桁は､105×105とする。
E120-F330又はLVL140E 65V-55H(単板積層材)は集成材梁とする。
外周耐力壁:novopanSTPⅡt=9.0(大壁:FRM-0177・真壁床勝ち:FRM-0179)

野地板:構造用合板(t=12)で四辺固定し剛性補強する。(垂木をくら金物等で緊結する。)
伏図と意匠平面図で柱の位置は伏図を優先する。

母屋下がりの上部には荷重伝達のための105×105の登り梁を入れる。

横架材間距離が通常より短い為、計算では低減してある。

2.6
novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)

(2.6倍)

2.9

(2.9倍)
novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)

5.8

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁) (5.8倍)

6.6

(6.6倍)novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)＋筋違い:45×90（たすき掛）

(5.2倍)novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(真壁床勝ち)

5.2

筋違い:45×90（たすき掛け）
(4.0倍)

4.0

3.0

(3.0倍)novopanSTPⅡ t=9.0(大壁床勝ち)

一級建築士　第86424号　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

外周横架材接合部分：大入り蟻＋羽子板ボルト×2

火打ち梁の代わりに合板で剛性補強する。(7.84KN) 火打ち梁の代わりに合板で剛性補強する。(7.84KN)
X2～X5a・Y3b～Y4b X7～X11・Y3b～Y4b

Y4c Y4c
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5

火打ち梁

垂木:45×45＠450
(転び止め 4-N75)

4.0 階段部分

現場合わせ

3.0

HD15
(HD15)



創作社　株式会社
一級建築士事務所

東京都知事登録第55776号

水平構面材の種類

小屋伏図　S＝1／50

火打ち梁

構造用合板

板厚(サイズ)

火打ち金物

12㎜

釘の種類

N50

釘間隔

150(4周)

根太間隔

垂木＠450

●Project:

●Title:

●Scale: ●Date: ●No:　　S-12

伏図⑤　S＝1／50

備　考

屋根

特記無き胴差と横架材の接合部は羽子板ボルト、又は短冊金物で結する。

特記無き梁・桁は､105×105とする。
(垂木をくら金物等で緊結する。)

特記無き母屋･棟木は､90×90とする。

母屋下がりの上部には荷重伝達のための105×105の登り梁を入れる。

野地板:構造用合板(t=12)で四辺固定し剛性補強する。

一級建築士　第86424号　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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創作社　株式会社
一級建築士事務所 東京都知事登録第55776号

　　S-13

●Project:

(λ＝Lk/i)

有効細長比

1階柱 λ＝Lk/i(105×105)　：　

2階柱 λ＝Lk/i(105×105)　：　

novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)

novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)

筋違い:45×90（たすき掛け）

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(真壁床勝ち)

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁+真壁床勝ち)

novopanSTPⅡ t=9.0両面貼(大壁)

novopanSTPⅡ t=9.0(真壁床勝ち)＋筋違い:45×90（たすき掛）

novopanSTPⅡ t=9.0(大壁)＋筋違い:45×90（たすき掛）

(2.6倍)

(2.9倍)

(4.0倍)

(5.2倍)

(5.5倍)

(5.8倍)

(6.6倍)

横架材間距離が通常より短い為、計算では低減してある。

(6.9倍)

2.6

6.9

6.6

5.8

5.5

5.2

4.0

2.9

※ 梁･柱断面は各伏図による。

※ 3階外周耐力壁novopanSTPⅡt=9.0を
　 小屋裏部分に伸ばす。

※ 特記無き梁・桁・柱は､105×105とする。
※ 梁･柱断面は各伏図による。

※ 3階外周耐力壁novopanSTPⅡt=9.0を
　 小屋裏部分に伸ばす。

※ 特記無き梁・桁・柱は､105×105とする。

軸組み図　S＝1／100

一級建築士　第86424号　船水　良平

(仮称)豊島区高松2丁目住宅新築工事
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3階柱 λ＝Lk/i(105×105)　：　

264/3.03≒87

267/3.03≒88

253/3.03≒83

壁仕様と同等(合板貼)

合板受け材

105×105(米松)

三角形部分は下部の


